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己
の
小
論
の
日
的
は
、
通
常
公
共
投
資
の
対
象
と
吉
れ
て
い
る
社
会
資
本
、
ま
た
は
社
会
的
間
接
資
本
の
概
ゑ
を
あ
き
ら
か
に
し
、

そ
の
上
で
、
公
共
投
資
と
?
っ
特
殊
左
投
資
活
動
心
肝
論
的
意
味
を
若
干
吟
味
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

社
会
資
本
に
関
ず
る
議
論
は
経
済
理
論
の
取
り
上
げ
方
と
し
て
は
二
つ
の
側
面
か
ら
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
歴
史

的
に
、
す
な
わ
ち
、
ど
の
上
う
在
社
会
構
成
体
に
も
共
通
な
範
博
と
し
て
の
労
働
過
碍
の
考
察
軒
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
は
、
資

本
主
義
社
会
K
特
有
の
範
時
と
し

τ、
資
本
、
あ
る
い
は
何
値
増
殖
過
程
の
側
面
か
ら
す
る
考
察
で
あ
る
。
己
の
後
者
の
側
聞
は
、
産

業
資
本
が
中
心
的
役
割
を
果
た
す
段
階
と
、
独
出
資
本
あ
る
い
は
金
融
資
本
が
中
心
的
役
割
を
果
た
寸
段
附
と
で
更
に
立
ち
入
ワ
た
区

別
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
小
論
で
は
、
主
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
を
中
心
止
し
つ
づ
、
社
会
資
本
概
念
が
ど
の
よ
う
ψ

広
範
時

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ど
の
工
う
な
矛
盾

1
発
展
の
市
川
芽
を
も
つ
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
を
中
心
に
研
究

を
す
す
め
た
い
。

社
会
資
本
に
た
い
す
る
こ
つ
の
接
近

公
共
投
資
の
対
象
と
し
て
白
社
会
資
本
白
概
念
に
つ
い
で
は
、

一
方
で
は
、
実
例
と
そ
の
一
般
的
特
徴
は
極
め
て
豊
富
で
あ
る
に
も
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か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
概
念
の
暖
昧
さ
も
ま
た
定
評
白
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

川

w
v
z
u
畷
昧
さ
を
つ
い
た
論
主
と
し
て
は
、
〉
国
円
。
F
k
p
z
o
z
。
ロ
印
。
ロ
巴

Q
ι
4
2
F
Z
Q
E
H〔
目
別

U
可ロ
E
E
n
〉ロ己

3
5
丘

E
Q
U
J
可
予

叶
E

C
忠
良
之
内
崎
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H
H
O亡、司"と
bti
同
2
8

。RS
N
n
p
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F
♂
-
H
M
H
Hぐ

Z
。ω
が
あ
る
。

一
般
に
、
社
会
的
間
接
資
本
と
は
、
モ
れ
が
友
く
て
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
活
動
し
え
な
H
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
干
、
こ
れ

b
D
サ
ー
ビ

ス
を
つ
く
り
出
す
た
め
白
費
用
、
と
考
え

b
札
、
極
端
な
場
合
に
は
、
法
制
秩
序
か
ら
は
じ
ま
り
、
道
路
、
学
校
、
病
院
、
ダ
ム
、
河

川
改
修
、
土
地
の
保
護
、
光
熱
、
水
道
、
更
に
は
簿
記
干
、
各
種
心
情
報
を
集
中
し
、
流
布
す
る
機
関
干
、
広
告
機
関
、
各
種
の
研
究

機
関
主
で
が
含
ま
れ
て
恒
る
。

ま
た
、
そ
の
一
般
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
生
産
活
動
に
絶
対
に
必
要
な
己
と
、
懐
任
期
間
白
長
期
性
、
投
資
と
産
出
白
ラ
グ
の
大
き

い
こ
と
、
大
規
模
で
大
量
の
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
投
資
効
率
が
直
接
に
わ
か
ら
ず
、
ま
た
輸
入
出
来
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
一
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
一
た
び
概
念
規
定
が
は
じ
ま
る
と
、
こ
白
明
瞭
さ
は
た
ち
ま
ち
混
沌
に
転
じ
は
じ
め
る
の

(2) 

ζ

れ
ら
の
災
例
と
一
般
的
特
徴
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
文
献
を
み
よ
。

〉
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叶
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叫
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HV
白
戸
前
日
清
、
「
公
共
投
資
前
」
昭
和
三
六
午
、
第
一
ニ
章
、

社
会
資
本
白
定
義
に
つ
い
℃
は
二
つ
の
方
法
が
対
立
ま
た
は
併
存
し
亡
命
り
、

一
方
は
、
価
格
機
構
に
従
っ
て
、
す
な
わ
ち
利
潤
追

求
と
い
う
資
本
制
生
産
の
一
般
的
尿
理
に
も
と
づ
く
投
資
活
動
と
、
利
潤
追
求
を
一
応
は
度
外
視
し
た
、
国
家
的
見
地
か
ら
い
わ
ゆ
る

経
祈
政
策
原
理
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
投
資
活
動
と
白
区
別
に
よ
っ
て
定
義
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
他
方
は
、
公
共
投
資
の

対
象
そ
れ
自
体
白
区
別
、
す
な
わ
ち
、
生
産
資
本
と
社
会
資
本
と
臼
関
係
そ
れ
自
体
の
次
元
で
の
定
義
方
法
で
あ
ッ
た
の



〔
対
象
〕

〔
名
称
〕

〔
主
体
〕

〔
原
理

通
常
、
価
格
原
程
と
経
治
政
策
原
理
の
区
別
に
よ
ヮ
て
生
産

資
資
金
投
社
共公
体

固
と
主

一
本
の

第

牛
産
資
本
ホ

公産
共業
投投
資資

↑ノ↑
政/民
府間
投投
資資

[¥i 
経 ¥fU
済潤
政原
策理
原
理

資
本
と
社
会
資
本
を
区
別
す
る
試
み
は
、
資
本
と
し
て
の
独
立

性
、
採
算
性
士
重
視
す
る
こ
と
に
よ
台
、
同
じ
く
交
通
関
係
の

社
会
資
本
↑

投
資
で
あ
っ
て
も
、
公
団
に
よ
る
有
新
道
路
へ
の
そ
れ
は
、
産

業
投
資
、
す
な
わ
ち
、
生
産
資
本
に
対
す
る
投
資
で
あ
り
、
国
鉄
の
ロ
カ
ル
線
、

1
1赤
一
千
線
ー
ー
に
対
す
る
そ
れ
は
公
共
投
資
、

す
た
わ
ち
、
社
会
資
本
に
対
す
る
投
資
と
い
う
よ
う
な
区
別
世
行
っ

τお
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
対
象
は
と
も
か
く
と
し

τ、
投
資
主

体
が
価
格
原
理
を
採
用
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
経
済
政
策
原
理
を
採
用
す
る
か
、
が
恨
本
的
区
別
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
他
方
で
、
社
会
資
本
と
生
産
資
本
と
の
区
別
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
対
象
そ
れ
自
体
の
区
別
主
通
じ
て
、
社
会
資
本
を
定

義
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
資
本
の
間
按
的
危
生
産
力
効
果
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
こ
白
間
接
性
の
強
調
に
よ

っ
て
、
生
産
資
本
と
の
区
別
を
行
う
試
み
で
あ
る
が
、
こ
の
間
接
概
念
は
、
最
J

初
に
あ
げ
た
例
で
み
る
と
、
生
産
活
動
そ
の
も
の
に
対

す
る
寄
与
干
、
労
働
刀
の
育
成
・
保
護
に
関
ず
る
も
の
や
、
流
通
過
程
に
関
係
す
る
も
の
干
、
経
営
者
の
判
断
の
素
材
と
在
る
も
白
な

ど
が
ど
ち
ぞ
ま
刊
せ
に
な
っ
て

b
u、
こ
の
「
間
接
」
概
念
白
科
学
的
た
整
理
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
u

社
会
資
本
概
念
に
関
す
る
二
つ
の
接
近
方
法
の
う
ち
、
第
一
白
定
義
り
や
り
方
に
従
う
と
、
資
本
運
動
と
し
て
の
自
立
性
、
す
な
わ
ち

独
立
採
算
制
の
有
無
が
区
別
の
基
準
で
あ
る
が
、
第
二
白
そ
れ
で
は
、
対
象
そ
れ
自
体
の
区
別
が
基
準
で
あ
る
か
b
、
例
え
ば
、
同
じ

道
路
に
し
て
も
、
公
共
事
業
費
の
支
出
に
よ
る
も
の
は
、
採
算
性
を
一
応
無
視
さ
れ
る
か
ら
、
第
一
の
定
義
方
法
に
従
う
と
社
会
資
本

と
な
り
、
第
二
の
定
義
で
も
、
生
産
活
動
に
対
ず
る
間
接
的
貢
献
と
い
う
点
で
同
じ
く
社
会
資
本
と
な
る
が
、
公
団
な
ど
に
よ
っ
て
あ

る
程
度
採
算
性
を
加
味
さ
れ
る
と
、
こ
の
場
合
の
道
路
は
、
第
一
心
定
義
方
法
で
は
社
会
資
本
で
は
な
く
生
産
資
本
1
iす
な
わ
ち
産
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業
投
資
心
対
象
1
i
!
と
な
り
、
第
二
の
定
義
に
よ
る
と
、
生
産
活
動
に
対
ず
る
間
接
的
民
献
主
問
題
に
す
る
以
上
、
依
然
と
し
て
社
会

資
本
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
じ
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
り
二
ワ
白
接
近
方
法
は
、
か
な
ら
ず
し
も
普
遍
的
に
妥
当
す
る
も
の
で
は

左
く
、
両
者
の
相
互
関
係
を
理
論
的
に
あ
き
b
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
ヲ
で
あ
ろ
う
の

す
た
わ
ち
、
公
共
投
資
の
基
礎
概
念
主
あ
き

b
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
社
会
資
本
を
生
産
資
本
と
区
別
す
る
も
の
は
な
に
か
、

と
い
う
点
で
、
投
資
の
対
象
モ
れ
自
身
山
相
互
関
係
を
あ
き
b
一
か
に
し
、
そ
白
土
で
、
な
征
、
社
会
資
本
に
対
す
る
投
資
は
国
家
が
主

あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
経
済
政
策
原
理
を
採
用
し
て
遂
行
さ
れ
る
の
か
、
遂
行
さ
れ
る
場
合
が
多
刊
の

を
解
明
す
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な

b
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
資
本
主
義
社
会
は
モ
の
純
粋
な
内
的
傾
向
と

し
て
、
虚
業
資
本
主
義
の
段
階
で
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本

ω建
設
と
運
営
主
同
家
の
手
か

b
ひ
き
は
た
し
て
私
的
資
本
の
自
由
在
運

動
に
ゆ
だ
ね
、
独
占
段
階
以
降
、
こ
の
傾
向
を
逆
転
さ
せ
て
、
産
業
国
有
化
、
財
政
支
出
、
公
共
投
資
な
ど
山
か
た
ち
で
、
国
家
が
再

び
、
社
会
資
本
の
建
設
と
運
宮
に
白
り
出
し
た
か
ら
で
あ
り
、
社
会
資
本
は
、
ま
ず
、
資
本
一
般
U
運
動
の
中
に
包
摂
さ
れ
、
価
値
を

明
姫
す
る
も
の
と
た

p
在
が
ら
、
づ
い
で
、
国
家
資
本
、
あ
る
い
は
、
国
家
文
出
と
い
う
特
殊
た
形
白
運
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
か

体
と
た
っ
た
り
、

あ
る
い
は
、

カλら
で
あ
一
る
。

ま
ず
、
資
本
一
般
の
運
動
法
則
の
中
で
社
会
資
本
を
位
置
づ
け
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
利
潤
日
あ
て
の
資
本
運
動
か
、
モ
れ
と
も
、

い
わ
ゆ
る
国
家
的
見
地
陀
た
ヮ
た
経
済
政
策
原
浬
に
従
う
投
資
か
、
と
い
う
区
別
は
特
別
の
意
味
を
も
た
な
い
。
投
資
主
体
は
つ
ね
に

私
的
資
本
家
で
あ
り
、
社
会
資
本
も
、
利
潤
追
求
の
た
め
白
日
立
的
資
本
で
あ
っ
て
、
生
産
過
程
に
治
け
る
生
産
資
本
と
社
会
資
本
と

白
区
別
、
す
な
わ
ち
「
間
接
性
」
白
検
討
が
、
最
も
純
粋
な
形
で
考
察
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
己
白
検
討
と
同
時
に
、
む
し
ろ

検
討
を
通
じ
て
は
じ
め
て
、
社
会
資
本
が
生
産
資
本
と
呉
な
り
、
独
占
段
階
で
は
な
ぜ
悶
家
の
手
を
通
じ
て
J

佐
設
、
運
符
さ
れ
る
が
、



あ
る
い
は
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
か
、
と
い
う
問
に
対
し
て
、
朴
会
資
本
の
特
殊
な
性
質
を
媒
介
と
し
て
理
解
し
ろ
る
基
礎
が
あ
た
え

ら
れ
る
。
こ
の
小
論
が
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
を
出
発
点
と
し
、
資
本
一
般
の
運
動
法
則
の
中
で
社
会
資
本
の
概
念
を
解
明
し
よ
う
と
企

て
た
わ
け
は
以
上
白
説
明
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
た
ヮ
た
で
あ
ろ
う
。

("3) 

こ
の
二
つ
の
怯
近
方
法
の
矛
盾
は
多
く
の
場
合
無
意
一
諦
に
併
存
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
前
住
に
あ
げ
た
論
者
の
定
義
も
例
外
で
は
た
い
。

マ
ル
ク
マ
ハ
に
よ
る
社
会
的
労
働
手
段
の
定
義
と
そ
の
引
会
的
役
割
の
検
討

f

ル
グ
九
は
、
資
本
主
義
以
前
心
社
会
に
お
い
て
共
同
体
ヤ
、
国
家
が
担
当
し
て
い
た
大
規
模
工
事

1
l瀬
甑
施
設
や
、
運
河
の
建

設
な
ど
!
ー
が
資
本
制
生
産
白
も
と
で
、
ど
の
工
う
な
役
割
を
果
た
す
か
、
に
づ
い
て
、
二
つ
の
視
角
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
の
視
角
と
は
、
資
本
白
成
生
、
発
展
と
と
も
に
、
労
働
指
鮮
の
権
能
が
国
家
や
共
同
体
か
LJ
「
自
由
な
」
資
本
に
移

る
、
と
い
う
認
識
の
上
に
た
コ
て
、
相
会
的
浪
器
。
、
例
制
失
在
ど
と
い
う
諦
要
素
が
、
技
術
の
急
速
な
進
歩
と
相
並
ん
で
増
大
す
る
と
い

う
傾
向
士
洞
察
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
日
視
角
と
は
、
労
働
過
程
一
般
に
着
目
し
つ
つ
、
自
然
力
む
社
会
的
統
制
過
程
と
し
て
白
地

淑
施
設
干
、
迩
釘
な
ど
の
建
設
活
動
と
、
社
会
的
生
産
過
寂
に
ゐ
け
る
モ
の
役
割
を
考
察
す
る
、
と
い
う
己
と
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
共
同
体
内
¥
封
建
国
家
や
、
ギ
ル
ド
的
規
制
が
社
会
内
分
業
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
資
本
主
義
社
会
で

は
、
資
本
自
身
が
、
協
業
と
分
業
白
指
揮
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
彼
自
身
白
言
葉
を
借
り
る
と
、

べ
て
の
宮
の
源
泉
、
す
な
わ
ち
、
土
地
と
労
働
者
と
を
破
壊
す
る
己
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
生
産
過
程
白
技
術
お
よ
び
結
合
を
発
展
さ

せ
る
に
す
ぎ
な
い
」
の
で
あ
っ

τ、
資
本
制
生
産
の
決
定
的
に
進
土
地
方
的
な
側
面
で
あ
る
技
術
の
急
速
た
進
歩
が
、
同
時
に
、
社
会
的
な

浪
費
と
損
失
主
も
た
ら
さ
ざ
る
を
件
な
い
の
で
あ
る
。

「
資
本
制
生
産
過
程
は
、
同
時
に
す

社
会
的
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と
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共
投
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号

ω
協
業
の
指
揮
出
資
本
白
下
へ
包
摂
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
同
居

R
F
町
長
司
令
官
、
え
}
同
回
国
ど
由
山
目
。
「
ア
ジ
ア
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
り
間

王
や
、
エ
ト
ル
リ
ア
白
神
政
者
な
ど
の
か
か
ゐ
程
力
(
協
栄
の
指
押
椎

l
引
用
者
)
は
、
近
代
社
ム
去
に
お
い
て
は
資
本
軍
に
移
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
こ
と
は
、
被
が
何
々
別
々
の
資
本
家
、
と
し
て
登
場
す
る
か
、
株
式
会
社
の
ば
あ
い
り
ご
と
く
結
合
資
本
家
と
し
て
宣
揚
す
る
か
に
は
係
わ
り
が

な
い
u

」
〈
青
木
文
庫
版
、
③
五
五
九

1
五
六

0
ペ
ー
ジ
〕

社
会
内
分
業
、
作
業
場
内
分
業
に
つ
い
て
は
凹
山
町
十
勾
日
}
を
み
よ
。

「
資
本
制
引
産
傑
式
の
社
会
で
は
社
会
的
分
業
の
無
政
府
性
と
マ
一
一
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
的
分
業
の
専
制
状
態
と
が
相
互
に
制
約
し
あ
っ
て
い
る
ー
と

す
れ
ば
、
従
米
の
社
会
話
形
態

1
1そ
こ
で
は
諸
職
業
の
特
殊
化
が
目
然
尭
生
的
に
発
展
し
、
や
が
て
結
晶
し
、
つ
い
に
は
訣
律
的
に
確
立
さ
れ
た

ー
ー
は
こ
れ
に
反

L
、
一
方
で
は
、
計
画
的
で
権
威
的
な
社
公
的
労
働
組
識
の
姿
九
戸
市
L
、
仙
方
で
は
、
作
業
場
内
分
業
を
ま
っ
た
く
排
除
す
る
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
た
だ
小
規
投
で
心
み
、
ま
た
は
散
布
的
か
っ
偶
然
的
に
の
み
、
発
展
さ
せ
る
自
で
あ
る
。
」
(
青
木
文
庫
版
、
③
五
九
二
ベ

ジ
)
本
文
中
山
一
引
用
文
に
つ
い
て
は
、

ω
日
ω戸
二
日
木
士
出
版
、
③
八

C
一
ペ
ー
ジ
)
を
み
よ
。
な
お
労
働
力
い
の
浪
費
、
土
地
の
収
翠
が
工
場

休
制
の
専
制
と
と
も
に
到
来
す
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
次
凸
指
摘
を
参
照
せ
よ
。

「
そ
れ
(
工
場
立
法
の
一
般
化
〕
は
、
資
本
の
支
配
を
な
お
部
分
的
L
隠
憎
し
て
い
る
一
切
り
古
物
的
お
よ
び
過
渡
的
形
態
を
破
壊
し
、
そ
れ
ら

の
形
態
に
問
換
え
る
に
資
木
の
直
按
的
・
公
然
的
な
支
配
を
以
て
す
る
。
か
く
し
て
そ
れ
は
、
こ
の
支
配
に
対
す
ゐ
直
接
酌
闘
争
を
も
一
最
化
さ
せ

る
。
士
れ
は
、
個
々
。
作
業
場
で
は
斉
一
性
、
制
則
正
し
さ
、
秩
序
お
よ
び
節
約
七
ゲ
強
躍
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
』
で
は
、
労
働
川
口
町
制
限
お
よ
び

取
締
り
が
技
術
に
押
し
つ
け
る
殖
大
な
刺
戟
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
資
本
制
的
生
産
の
無
政
府
性
お
よ
び
破
局
、
労
働
の
強
度
、
な
ら
び
に
、

機
械
と
労
働
者
ー
と
の
競
争
を
増
加
さ
せ
る
。
」
(
青
木
士
睡
版
、
④
七
九
六
七
九
七
ペ
ー
ジ
)

「
資
本
制
的
農
業
の
あ
ら
ゆ
る
進
歩
は
、
労
働
者
か
ら
掠
布
す
る
技
術
に
お
け
る
進
歩
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
土
地
か
ら
掠
奪
す
る

技
術
に
お
け
る
進
歩
で
も
あ
り
、
あ
る
与
え
ら
れ
た
期
聞
の
あ
い
だ
土
地
豊
能
度
合
高
め
る
た
め
の
ら
ら
ゆ
る
進
歩
は
、
同
時
に
、
こ
の
豊
能
度
目

持
続
的
源
泉
主
波
ぽ
す
た
め
白
進
事
で
あ
る
。
」
(
向
上
、

λ
0
0ペ
ー
ジ
)

こ
り
日
か
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
叙
遣
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
資
本
制
生
直
に
お
け
る
機
械
充
用
上
町
制
限
、
資
本
制
生
産
に

は
必
民
だ
が
社
会
的
生
産
に
は
不
要
な
不
生
産
的
階
級
の
形
成
、
都
市
心
公
害
な
ど
も
社
会
的
浪
叫
に
古
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
資
本
の
発
展
に
と
っ
て
は
絶
対
に
必
要
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
は
、
全
く
白
浪
費
に
す
ぎ
左
い
も



の
が
資
本
蓄
積
の
前
提
、
ま
た
は
必
然
的
な
結
果
と
し
亡
生
み
出
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
り
、
後
に
、

K
・

w
・
カ
ッ
プ
が
社
会
的

安
用
と
い
う
慨
念
で
包
招
し
よ
う
と
し
た
事
態
を
マ
ル
ク
ユ
は
先
跡
的
友
、
ま
た
桝
学
的
な
洞
察
を
加
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
ω

K

-

W

カ
ソ
プ
に
あ
η

て
は
、
社
会
的
政
月
前
を
展
開
す
る
理
論
酌
基
礎
は
か
な
ら
ず
し
も
科
学
的
と
は
云
え
な
い
。
伎
は
消
費
者
の
選
好
に

関
す
る
従
来
の
経
済
学
の
誤
り
k
称
し
て
、
合
理
的
選
肝
に
対
比
し
て
、
む
し
ろ
非
合
理
性
を
、
す
な
わ
ち
、
無
h
F
n

、
感
情
、
習
慣
、
偏
見
等
々
の

存
在
を
強
調
し
、
こ
れ
ら
非
合
坦
性
を
活
礎
と
し
て
生
じ
る
社
会
的
害
悪
を
経
済
理
論
。
対
象
と
し
て
包
酷
す
べ
き
と
と
を
主
張
す
る
か
ら
で
あ
る
U

(
阿
君
同
名
目
ν
同
E
E
E
]
円。ロ

E
2
E仏
H
E
E
t
E
∞O
口
Z
ヲ
吋
古
川
判
。
王
宮
芸
同

5
5言
h
h主
主
主
ヨ
〈
己
阿

Z
。
回
、
司
口
。
民
)

こ
れ
に
反
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
括
民
の
客
観
的
法
則
性
を
根
底
に
お
い
て
社
会
的
浪
脅
を
問
題
と
し
て
お
り
、
主
観
的
な
行
動
煩
型
を
恨
底
に

お
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
カ
ッ
プ
に
よ
る
公
害
の
分
析
は
、
方
法
論
上
心
誤
り
と
は
別
に
、
資
本
苦
杭
の
法
則

性
を
部
分
的
に
把
握
し
、
叙
述
す
る
の
に
成
功
し
て
い
る
。
(
同
者
同
名
目
vw

叫
古
川
woE丘
町
。
切
な
え
』

uz三
時
、
同
主
主
唱
埼
玉
、
】
甲
山
白
)

カ
グ
プ
は
、
個
別
資
本
の
無
政
府
的
運
動
の
も
た
ら
一
す
浪
費
が
モ
れ
を
生
み
出
し
た
企
業
自
身
に
上
っ
て
は
負
担
さ
れ
ず
、
企
業
外

部
の
公
衆
に
よ
っ
て
品
目
担
さ
れ
る
部
分
を
社
会
的
費
用
と
名
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
資
本
に
よ
司
令
技
術
、
自
然
、
土
地
の
無

政
府
的
利
用
に
も
と
づ
く
社
会
的
損
失
干
、
資
本
制
生
産
の
制
約
に
よ
る
技
術
の
不
安
全
社
利
用
に
も
と
づ
く
損
失
平
、
労
働
力
、
農

業
の
支
配
に
よ
る
も
の
な
ど
を
含
ん
で
治
り
、
民
主
主
義
白
進
展
の
中
で
は
国
家
が
と
れ
ら
白
損
失
を
、
完
全
雇
用
政
策
平
社
会
保
障

や
、
公
害
対
策
平
、
農
業
政
策
ふ
な
ど
の
か
た
ち
で
負
担
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
社
会
的
左
浪
費
や
損
失
心
問
題
は
、
公
共

投
資
だ
け
で
な
く
、
全
財
政
支
出
に
か
か
わ
る
問
題
を
含
む
し
、
公
益
事
業
な
ど
と
も
関
係
し
て
い
る
が
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
私
的

資
本
が
一
た
ん
社
会
資
本
の
建
設
と
運
常
を
自
ら
り
手
に
握
り
な
が
ら
、
再
び
、
国
家
の
手
に
そ
の
建
設
、
運
営
を
ゆ
だ
ね
て
行
く
プ

ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
際
に
は
重
要
た
役
割
を
果
た
す
白
で
あ
る
。

社
会
的
労
働
手
段
と
公
共
投
資

第
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O
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且

さ
て
、
自
然
力
白
社
会
的
統
制
過
程
白
骨
格
と
な
る
べ
き
擢
瓶
施
設
や
、
運
河
や
、
道
路
な
ど
を
マ
ル
ク
ス
は
社
会
発
展
史
上
、
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け

τ来
た
か
、
と
く
に
、

w
わ
ゆ
る
社
会
資
本
と
生
産
資
本
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
形
で
定
式
化
さ
れ
て
恒
る
か
、

と
い
う
点
の
考
祭
に
移
ろ
う
。

マ
ル
ク
旦
は
、
ど
の
社
会
に
も
共
通
な
労
働
過
程
の
諸
契
機
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
亡
、
第
一
に
合
目
的
的
な
活
動
で
あ
る
労
働
そ

の
も
の
、
第
二
に
労
働
対
象
、
第
三
に
労
働
子
段
を
あ
げ
、
労
働
手
段
を
ゆ
生
産
自
筋
廿
体
系
、
す
な
わ
ち
、
機
械
的
労
働
手
段
、
倒
、

生
産
の
脈
管
体
系

1
l容
器
類

l
l川
明
、
広
義
に
お
け
る
労
働
手
段
と
し
て
、
「
過
程
が
治
こ
な
わ
れ
る
た
め
陀
一
般
に
必
要
と
さ
れ

る
す
べ
亡
の
対
象
的
諸
条
件
」
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
は
「
直
接
に
は
過
程
に
入
り
込
ま
な
い
が
、
過
程
は
そ
れ

b
悲
し
に
は
全
く
行
わ
れ

え
な
い
か
、
ま
た
は
不
完
全
に
し
か
行
わ
れ
得
な
い
と
と
し
て
、
労
働
者
に
立
つ
場
所
主
与
え
る
と
い
う
意
味
で
の
土
地
、
作
業
場
面
、

労
働
用
建
物
、
運
河
、
道
路
な
ど
を
あ
げ
て
い
る

マ
ル
ク
ス
の
こ
の
労
働
手
段
目
第
三
範
時
を
私
達
は
祉
会
的
労
働
手
段
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
己
白
労
働
手
段
の
特
色
は
第
一
に
、

労
働
過
程
に
対
す
る
間
接
的
貢
献
で
あ
り
、
労
働
過
程
の
条
件
だ

ι勺
つ
こ
と
で
あ
り
、
第
二
の
特
色
は
、
臼
然
的
諸
条
件
そ
の
も
の

例
え
ば
土
地

l
lと
労
働
の
生
産
物
で
あ
る
工
場
用
建
物
干
、
運
河
、
道
路
の
双
方
主
合
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

社
会
資
本
と
生
産
資
本
と
の
区
別

ιは
、
ま
ず
資
本
に
よ
る
規
定
性
を
情
象
し
て
労
働
過
程
白
視
角
か
ら
考
察
す
る
限
り
、
労
働
モ
の

も
の
と
、
労
働
対
象
、
労
働
手
段
の
う
ち
の
脈
管
体
系
と
筋
骨
体
系
が
一
方
の
極
に
、
社
会
的
労
働
手
段
が
、
他
方
の
極
に
対
立
さ
せ

ら
れ
る
己
と
に
な
る
。
更
に
、
労
働
手
段
と
労
働
対
象
が
不
変
資
本
と
し

τ、
労
働
刀
が
可
変
資
本
と
し
て
の
規
定
性
主
う
け
と
る
資

本
主
義
社
会
で
は
、
労
働
過
程
を
直
接
に
媒
介
す
る
資
本
部
分
、
す
な
わ
ち
可
変
資
本
と
、
不
変
資
本
白
う
ち
労
働
過
程
士
官
接
に
媒

介
す
る
部
分
(
生
産
の
筋
肯
体
系
と
脈
管
体
系
、
労
働
対
象
)
と
が
、
世
長
か
ι
r
b
め
恥
と
し

τ、
労
働
過
程
を
直
接
に
媒
介
し
な
い



第=図資本の生産過涯

における社会的労働手

段と間接的生産資本

(
労
働
過
程
)

(
価
値
増
殖
過
程
)

労
働
そ
の
も
の
(
労
働
ん
)

働
手
段

雲:署管

目立
手、
段、
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接、接
的、的
生、生
産・ 産
資、資
本、本

労
働
対
象

労
働
手
段
、
す
友
わ
ち
社
会
的
労
働
子
段
の
資
本
主
義

的
表
現
で
あ
る
間
接
的
生
産
資
本
に
対
比
吉
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
直
接
的
生
産
資
本
と
間
接
的
生
産
資

本
と
い
う
概
念
は
私
が
使
宜
的
に
名
づ
け
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
諸
範
時
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

(
第
二
岡
参
照
。
〉

以
上
白
議
論
は
、
資
本
の
生
産
過
程
と
い
う
最
も
根
本
的
友
次
元
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
と
く
に
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ

な
ら
、
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本
の
概
念
の
中
に
は
、
こ
こ
で
述
べ
た
間
接
的
生
産
資
本
の
み
た
ら
ず
、
個
人
の
消
費
生
活
平
、
労
働
力
の

維
持
、
保
全
に
関
す
る
も
の
1

1
住
宅
や
教
育
用
施
設
な
ど
|

i

D
ほ
仇
、
流
通
過
程
で
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
に
関
係
す
る
研

究
支
出
ヤ
白
雑
多
な
要
凶
が
混
在
し
て
お
り
、
モ
の
「
間
接
性
」
は
決
し
て
一
様
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

b
y、
社
会
的
労
働
千
段
の
資
本
主
義
的
表
現
で
あ
る
悶
接
的
生
産
資
本
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本
の
中
核
部
分
で
あ

P
、
生
産
活
動
、

し
た
が
コ
て
価
値
増
殖
活
動
白
容
器
で
あ
り
、
産
業
基
盤
と
よ
ぶ
の
に
も
ヮ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
部
分
で
あ
る
こ
と
は
何
む
疑
い
も
な
い
。

剰
余
価
値
の
消
費
で
は
な
く
、
資
本
へ
の
再
転
化
主
投
資
と
定
義
す
る
と
す
れ
ば
、
資
本
制
生
産
の
発
展
に
つ
れ
て
、
社
会
的
労
働
手

段
の
拡
張
、
し
た
が
っ
亡
蓄
椋
さ
れ
た
剰
余
価
値
部
分
の
間
接
的
生
産
資
本
へ
の
転
化
は
、
い
わ
ゆ
る
公
共
投
資
心
先
駆
的
形
態
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
社
会
的
労
働
千
段
が
社
会
的
な
蓄
積
の
過
程
で
ど
白
よ
う
な
役
割
士
果
た
し
た
か
を
ま
ず
考
察
し
、
つ
ぎ
に
、
と
く
に

い
が
ま
し
て
く
る
か
、
と
い
う
問
題
に
立
ち
入
る
白
が
順
序
で
あ
ろ
う
の

独
占
段
階
以
降
に
な
っ
て
投
資
対
象
と
し
て
の
社
会
的
労
働
手
段
が
私
的
資
本
白
手
か

b
は
な
れ
て
国
家
に
よ
る
建
設

ι運
尚
の
度
合

社
会
的
労
働
手
段
と
公
共
投
資

草
九

C
巻

五

凹

(

)

第
ι
ハ
号



社
A
A
帥
労
働
子
段
と
公
共
投
資

綿
九
コ
巻

pJ当
に〉

第
六
号

ー」ノ、

同

〕

戸

内

E
F
U
R旬
、
ベ
お
い

?E~}
同

日

目

白

血

社
会
的
労
働
手
段
と
い
う
術
語
を
は
じ
め
て
使
用
さ
れ
た
の
は
官
本
憲
一
助
教
授
で
あ
る
。
(
地
方
向
治
資
料
連
載
論
文
「
地
方
財
政
の
諸
問
題
」

二
六
九
号
で
完
結
審
問
。
お
よ
び
一
九
一
ハ
一
年
度
日
本
財
政
学
会
報
告
。
)
私
の
試
み
は
、
こ
の
概
A
ふ
を
笹
木
諭
に
即
し
て
整
理
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ω
こ
の
よ
う
な
消
費
手
段
に
属
す
る
純
耐
を
官
本
助
教
授
は
社
会
的
消
費
手
段
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
前
蛸
自
治
資
料
参
照
。
こ
の
範
時
の
詳
細
な

時
味
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

的
こ
の
混
乱
心
原
因
は
す
ぐ
れ
て
実
際
的
な
必
要
川
、
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本
と
生
産
資
本
と
の
区
別
に
も
反
映
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
Q

例
え
ば
ハ

ー
シ
L

マ
ン
は
ヤ
フ
。
「
社
全
的
間
接
資
本
と
直
接
的
生
産
活
動
と
が
区
別
さ
れ
た
の
は
ご
く
最
近
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
り
祖
の
分
類
の
す
べ
て
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
区
別
も
ま
た
、
そ
の
論
理
(
そ
れ
が
人
を
動
か
す
に
足
る
力
を
も
っ
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
〕
に
よ
っ
て
判
断

さ
る
べ
き
で
は
な

f
、
そ
の
盟
論
的
な
ら
び
に
実
際
的
有
用
性
(
そ
の
有
川
性
は
相
当
で
あ
ゐ
〕
に
よ
っ
て
判
断
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

(

K

M

O

出
口
品
目

E
ヨヨ
Z

M
マ
泊
料
品
、
。
片
岡

2
5ヨ
武
田
E
町
宮
、
玄
室
内
、
呂
町
田
匂
目
白
(
琳
同
訳
一
同
四
|
一
四
五
ペ
ー
ジ
)
こ
の
よ
う
な
目
的
論
的
取
り

扱
い
は
、
第
一
朗
で
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
資
本
の
定
義
上
の
矛
盾
と
ひ
い
て
は
経
済
的
役
割
の
異
な
る
範
時
を
雑
多
に
、
無
概
主
的
に
取
り
扱
う

結
果
と
な
る
。
同
学
的
肝
究
の
た
め
に
は
、
刻
象
白
体
の
内
的
構
造
に
も
と

f
く
範
時
的
区
別
が
ま

r必
要
で
あ
る
。

)
 

q
J
 
(
 

社

会

的

労

働

手

段

の

資

本

運

動

へ

の

包

摂

資
本
主
義
以
前
の
社
会
で
は
、
同
家
中
共
同
体
に
任
さ
れ
て
い
た
社
会
的
労
働
子
段
目
ー
建
設
と
運
常
は
資
本
蓄
積
過
程
で
ど
の
よ
う

た
役
割
主
演
じ
つ
つ
資
本
の
運
動
作
包
摂
さ
れ
て
行
っ
た
か
札
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
一
一
つ
の
商
か

b
考
察
を
加
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
一
一
ω側
聞
は
、
協
業
と
分
業
主
企
業
的
に
も
、
社
会
的
に
も
発
展
さ
せ
る
憤
粁
と
し
て
白
社
会
的
労
働
手
段
目
役
割
、
す
な
わ
ち
、

資
本
蓄
積
の
条
件
と
し

τ
白
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
方
で
は
、
協
業
に
も
と
づ
く
生
産
手
段
の
共
同
的
消
費
、
工
場
内
部
に
お
け
る

労
働
手
段
の
集
中
と
台
理
的
配
列
に
も
と
づ
く
労
働
過
程
の
度
近
と
密
集
、
な
ど
、
工
場
周
建
物
干
、
作
業
場
面
白
役
割
に
関
す
る
も



の
、
お
よ
び
士
地
心
干
拓
ヤ
、
連
川
、
活
路
た
ど
の
山
既
設
に
お
け
る
労
働
対
象

ω
q間
的
連
絡
と
、
労
働
の
空
間
範
囲
の
広
大
に
よ
り
、

労
働
の
生
産
力
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
ー
場
内
分
業
の
発
展
が
、
合
祉
会
的
た
規
模
で
の
分
業
体
系
の

発
展
を
も
た

b
し
、
社
会
的
労
働
手
段
、
と
し
て
の
宇
一
通
業
平
、
運
輪
業
が
、
生
産
の
世
界
而
場
的
連
関
、
生
産
の
社
会
的
性
格
を
発
展

さ
せ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
れ
ら
は
い
ず
れ
も
社
会
的
労
働
手
段
白
建
設
が
、
出
目
本
蓄
積
の
重
要
な
横
粁
L

仁
左
り
、
条
件
と
な
る
こ

と
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

川

w

生
産
手
段
の
共
同
的
削
到
に
も
と
づ
く
節
約
は
協
業
白
木
質
的
な
側
閣
で
あ
る
。
同
日
出
mw
門
戸
己
記
同
町
制
い
E
N
h
h
N
L

「
凹
位
。
「
生
産
手
段
の

使
間
上
の
節
約
は
生
産
手
段
が
労
働
過
程
で
多
数
者
に
よ
り
共
同
的
に
消
摂
さ
れ
る
こ
と
か
ら
む
み
生
ず
る
。
」
(
青
木
文
庫
版
④
五
四
七
ペ
ー
ジ
)

「
一
方
で
は
協
栄
は
、
労
働
り
空
間
範
聞
の
拡
大
を
可
能
に
す
る
O
で
あ
り
、

L
T
が
っ
て
特
定
の
労
働
過
軒
に
と
っ
て
は
、
労
働
対
象
が
空
間
的

に
連
絡
し
C
い
る
之
い
う
こ
と
か
ら
す
干
に
協
業
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
土
地
市
干
拓
、
築
堤
、
植
湖
、
運
河
、
道
路
、
鉄
道

の
建
設
な
ど
に
あ
っ
て
は
そ
う
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
協
業
は
、
生
産
の
規
模
に
く
ら
べ
て
の
生
産
領
域
の
空
間
的
縮
小
を
可
揺
に
す
る
。
労
働
の

作
用
範
聞
が
同
時
に
拡
大
さ
れ
な
が
ら
労
働
白
空
間
範
囲
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
は
多
大
の
空
費
を
節
約
さ
せ
る
り
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
縮
小
は
、

労
働
者
自
称
集
、
租
々
の
労
働
過
程
の
接
近
、
お
よ
び
生
産
手
段
。
集
中
か
ら
生
ず
る
。
」
(
同
上
、
五
五
二

l
五
五
三
ベ

1
ジ
)

ω
間
以
内
R
F
b主
同
E
M
Z
-
b
h
h

凹
色
白
「
生
産
物
の
精
製
お
よ
び
多
様
化
は
ま
た
大
工
業
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
京
た
な
世
界
市
場
的
連
関
か

ら
も
生
ず
ゐ
。
よ
り
多
く
の
外
岡
町
一
草
楽
手
段
が
同
内
生
産
物
L
K

交
換
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
、
よ
り
多
量
り
外
国
産
自
原
料
・
成
分

半
製
品
な
ど
が
作
産
干
段
と
し
て
田
内
産
業
に
入
り
こ
み
も
す
る
。
こ
の
世
界
市
場
的
直
悶
に
つ
れ
て
運
輸
業
に
お
け
る
労
働
需
要
が
増
大
し
、
ま

た
運
輸
業
が
多
数
の
新
た
な
間
種
L
分
裂
す
る
。
」
(
古
木
文
庫
版
③
七
一
七
ペ
ー
ジ
)

社
会
的
労
働
手
段
白
資
本
蓄
積
過
粧
で
の
役
割
に
沿
け
る
第
二
の
側
同
は
、
資
本
蓄
積
の
一
定
規
模
へ
白
発
展
の
結
果
と
し
て
の
社

会
的
労
働
手
段
の
資
本
の
一
手
に
よ
る
建
設
の
必
然
性
と
そ
の
傾
向
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
機
械
体
系
白
導
入
に
も
と
づ
く

生
産
性
の
増
大
と
労
働
者
の
相
対
的
減
少
の
も
と
で
は
、

7

ル
グ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
遠
山
ド
将
来
に
し
か
突
を
結
ば
た
い
産
業
部
門
に
治

社
会
的
労
働
手
段
と
公
共
投
資

第
九

C
巻

四。

第
六
り

七
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段
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公
共
投
首

第
九

O
巷

凹

O
凶

第
一
ハ
号

ノ¥

け
る
労
働
D
拡
張
」
|
|
運
河
、
ド
ッ
グ
、
ト

y
ネ
ル
な
ど
|
|
、
す
な
わ
ち
社
会
的
労
働
子
段
白
拡
張
を
も
可
能
に
す
か
o

こ
む
こ

と
は
、
労
働
の
社
会
的
土
産
力
が
増
大
し
、
競
争
と
信
用
を
横
粁
と
す
る
資
本
の
集
積
、
集
中
が
進
行
し
、
多
数
日
産
業
予
備
軍
が
形

成
さ
れ
亡
、
新
し
い
、
あ
る
場
合
に
は
投
機
的
な
産
業
部
門
の
飛
躍
的
な
拡
張
が
可
揺
に
な
る
と
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
増
大
す

る
資
本
の
力
が
、
大
規
模
な
社
会
的
労
働
手
段
の
建
設
を
可
能
に
し
て
行
く
の
で
あ
り
、
社
会
的
労
働
手
段
の
建
設
は
、
胤
r
」
府
幹
幹
ん
い

結
果
に
他
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(3) 

同

H
Z
S
H
M
』口
2
L
m
p
h
T
f弘
、
」
「
叩
色
申
(
青
木
文
庫
版
⑥
七
一
七
ペ
ー
ジ
)

資
本
蓄
積
白
山
間
打
身
よ
び
ヲ
て
の
結
果
と
し
て
社
会
的
労
働
手
段
主
考
察
す
る
な
ら
ば
、
資
本
の
発
展
は
、
傾
向
と
し
て
は
、
と
〈
に

結
合
資
本
家
の
出
現
に
媒
介
さ
れ
て
社
会
的
労
働
手
段
の
建
設
沿
よ
ぴ
運
営
を
引
き
う
け
る
こ
と
が
で
き
、
資
本
一
般
の
論
理
の
枠
内

で
は
、
悶
家
が
、
そ
の
運
営
、
佐
設
を
引
き
う
け
る
必
然
性
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
唯
、
一
般
均
に
資
本
規
模
が
犬
き
い
か

b
、
と
か
、
公
共
性
H
H
社
会
性
が
強
川
い
か
ら
な
ど
の
理
由
で
、
現
代
悶
家
が
社
会
的
労
働
子
段
の
建
設
、
連
自
主
引
き
う
け
る
も
白
と

速
断
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
問
題
な
り
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
資
本
制
生
産
の
も
と
で
は
、
技
術
の
若
草
た
進
歩
が
社
会

的
浪
費
と
不
可
分
に
結
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
資
本
の
ι
設
建
左
蓄
積
が
進
行
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
社
会
的
浪
費
が
拡
大
再
生
産
さ

れ
、
独
山
段
階
以
降
、
相
会
的
無
政
府
性
が
ま
す
ま
す
強
ま

p
、
し
か
も
、
社
会
的
労
働
手
段
は
つ
ぎ
に
の
へ
る
よ
う
に
経
済
変
動
ヤ

経
済
成
長
の
影
響
に
よ
る
剖
会
的
損
失
む
敏
苛
せ
を
も
っ
と
も
強
く
蒙
る
た
め
に
、
私
的
資
本
の
利
潤
源
氏
と
し
て
私
的
投
資
の
対
象

と
さ
れ
難
く
た
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
と
れ
も
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
社
会
的
労
働
千
段
は
、

一
面
で
は
生
産
的
消
費
に

入
り
込
み
つ
つ
、
他
面
で
は
、
個
人
的
消
費
に
も
入
り
込
み
う
る
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
国
家
の
一
千
を
通
ず
る
所
得
再
分

配
心
一
裂
を
担
う
可
能
性
が
あ
ら
わ
れ
る
〕
更
に
国
家
が
独
臼
体
に
従
属
す
る
こ
と
も
投
資
の
性
絡
に
決
定
的
た
影
響
を
あ
た
え
る
が
、



こ
の
点
は
最
後
に
簡
単
に
言
及
し
よ
う
。

当
商
の
謀
魁
は
、
社
会
的
労
働
手
段
の
再
生
産
に
沿
け
る
特
色
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
の
特
色
が
「
浪
費
性
」
と
「
大
衆
負
担
的
性

格
」
を
媒
介
と
し
て
、
国
家
に
よ
る
建
設
と
運
営
に
ど
の
よ
う
な
良
型
一
を
ひ
ら
い
て
い
る
か
、
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

四

社
会
的
労
働
手
段
の
再
生
産

ー
ー
そ
の
浪
費
性
と
大
衆
負
担
的
性
格
I
1

社
会
的
労
働
手
段
、
ま
た
は
、
間
接
的
生
産
資
本
の
再
ヰ
一
産
は
他
の
資
本
の
再
生
産
と
同
じ
よ
う
に
、
資
本
の
循
環
、
資
本
の
回
転
、

社
会
的
総
資
本
臼
再
生
産
、
h

h
令
三
つ
の
次
一
五
か
ら
考
察
し
う
る
。
主
た
こ
の
う
ち
、
回
転
の
問
題
は
、
社
会
的
労
働
手
段
の
場
合
、

現
実
に
は
大
部
分
が
註
文
生
産
土
な
る
た
め
、
総
回
転
と
、
建
設
期
間
の
か
ら
み
合
い
、
そ
の
長
期
性
が
と
く
に
問
題
と
な
る
。

社
会
的
労
働
手
段
の
循
環
に
治
げ
る
基
本
的
精
微
は
、
運
輸
業
白
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
定
資
木
部
分
の
割
令
が
大
き
く
、
有

機
的
構
成
が
高
く
、
貨
僚
主
の
循
環
形
態
は
金
生
産
の
場
合
止
一
同
じ
〈
、

G

W

ハ
凡

P
I
U
で
あ
っ
て
、
剰
余
価
値
を
含
ん
間

A
 

U
が
、
た
だ
ち
陀
生
産
過
程
か
ら
v

生
主
れ
る
と
い
う
と
と
で
あ
り
、
こ
白
特
徴
は
、
一
般
的
な
低
利
潤
率
L

仁
、
恐
慌
時
に
》
け
る
生
産

資
本
部
分
の
一
遊
休
が
決
定
的
な
役
割
を
演
ず
る
と
と
を
意
味
す
る
。

川
円
同
冨
司
up
己
主
」
『
E
Y
R
Q
N

ロ
ω
臼
「
生
産
過
軒
か
ら
分
離
さ
れ
う
る
生
産
物
で
必
く
生
産
凋
程
そ
の
も
の
が
、
支
払
わ
れ
、
消
費
さ
れ

る
:
」
(
青
木
文
庫
版
、
③
七
三

t
七
四
ペ
ー
ジ
)

川
円
設
備
の
遊
休
を
経
済
理
論
。
中
に
と
り
入
れ
る
と
い
う
抱
伐
を
も
っ
て
出
発
し
た
間
接
費
心
経
済
学
が
、
運
輸
業
に
お
け
る
間
接
山
町
発
生
に
ま

ず
注
目
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
り
側
同
心
重
要
さ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
。
叫
し
「
昌

O
R
F
M
E
a
N
2
芸
ミ
ミ
同
呂
言
語
呂
ぇ
。
言
ユ
E
札
円

Z
F

M

己
回
目
日
V
H
U
M
由
民
、

3

T

t

H

H

社
会
的
労
働
手
段
と
公
共
投
資

第
九
O
巻

四

O
五

第
六
号

九



社
会
的
労
働
手
段
L

乙
公
共
投
資

第
九
ハ
ハ
一
巻
モ
白
大、
規、
模、
性、
カh
場、

所・
的、
園、
定、
性、夫
と、 u
結、
メ斗、
M ・

し
て
νコ

四

O
六

第
六
号

固
定
資
本
の
回
転
に
注
目
し
た
場
合
の
社
会
的
労
働
手
段
の
第
一
白
特
殊
性
は
、

る
た
め
、
事
業
の
漸
次
的
拡
張
中
、
新
し
い
競
争
者
に
対
し
て
立
ち
む
か
う
際
に
多
く
の
損
失
と
浪
費
を
強
制
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
資
本
主
義
的
無
政
府
性
に
も
と
づ
く
資
金
的
制
約
や
、
無
計
画
怯
は
、
技
術
の
進
多
干
、
新
し
い
競
争
者
に
容
易
に
対
抗
出
来

ず
、
ま
た
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
巨
傾
白
浪
費
を
強
制
さ
れ
る
。
こ
の
点
主
マ
ル
グ
ス
は
鉄
道
山
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
が
、
今

日
で
は
、
工
業
地
帯
白
移
動
や
、
都
市
計
画
問
題
に
お
W
て
一
旦
.
無
秩
序
に
川
米
上
っ
た
工
業
地
帯
主
分
散
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
い

か
に
巨
額
の
浪
費
を
伴
う
か
、
ま
た
、
坑
道
心
建
設
な
ど
社
会
的
労
働
子
段
白
確
保
が
大
き
な
役
割
を
川
市
た
す
石
炭
業
が
、

エ
不
ル
ギ

ー
革
命
に
際
し
て
、

い
か
に
莫
大
な
出
血
セ
強
制
さ
れ
る
か
、
を
み
れ
ば
、
彼
の
洞
察
は
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
あ
き
b
か
で
あ
る
。

ω
b
E
同
お
唱
え
泊
四

N
H

印
円
弓
「
資
木
制
的
生
産
自
内
部
で
は
、
事
業
心
削
民
的
肱
張
に
さ
い
し
、
一
一
町
で
は
多
大
の
資
力
が
浪
費
さ
れ
、
他
国

で
は
、
こ
の
種
目
甚
だ
反
目
的
的
な
側
面
拡
張
(
一
部
は
労
働
刀
に
有
害
な
)
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
刊
だ
し
、
も
の
ご
と
が
社
会
的
計
画
に
従
っ
て

行
わ
れ
な
い
で
、
地
以
に
相
異
な
る
事
情
と
か
、
個
々
の
資
本
家
の
邑
に
、
ず
る
資
力
た
ど
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
ロ
こ
の
こ
と
か
ら
生
産
詩
力
の

大
き
な
浪
費
が
生
ず
る
。
」
(
青
木
文
庫
、
⑤
一
一
二
二
ペ
ー
ジ
)

第
二
の
特
殊
性
は
、
そ
の
回
転
の
極
め
て
長
期
に
わ
た
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
ラ

1
ド
ナ
に
よ
り
つ
つ
連
判
、
ド
y

グ
、
鉄
橋
、

石
橋
の
よ
う
な
「
世
紀
的
寿
命
」
を
も
っ
耐
久
的
工
事
に
つ
い
て
、
固
定
資
本
の
単
な
る
お
さ
か
え
で
あ
る
唄
補
は
事
実
上
計
算
に
入

b
ず
、
追
加
的
剰
余
労
働
の
支
出
で
あ
る
修
繕
費
の
み
計
算
に
入
る
己
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
己
の
事
態
は
、
社
会
的
労
働
手
段
の

減
価
償
却
が
事
実
上
ゐ
こ
な
わ
れ
ず
、
そ
の
場
あ
た
り
的
た
や
り
万
で
運
併
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
強
い
こ
と
を
物
語
っ

τ
い
弘
o

ω
同
日
高
白
u
内
}
巴
己
同
a
M
E
E
N
L
ロ
印
印
可
町
1
5
m
(
青
木
文
庫
版
⑥
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
ペ
ー
ジ
)

川

w
段
近
一
方
で
は
そ
の
資
金
棋
の
関
係
か
ら
、
他
方
で
は
効
率
計
算
の
必
要
上
、
道
路
な
ど
の
減
価
償
却
を
行
う
べ
き
だ
、
と
い
う
議
論
が
あ
る
。

(
前
田
清
氏
。
前
掲
拝
金
一
照
。
〉



第
三
の
特
殊
性
は
、
モ
の
建
設
に
あ
た
ヮ
て
、
懐
妊
期
闘
の
長
期
に
わ
た
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
現
物
の
社
会
的
労
働
手
段
と
た
る

ま
で
の
労
働
期
間
の
長
期
性
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
資
本
田
膨
脹
と
収
縮
白
影
響
に
対
し
て
融
通
性
が
た
く
、
社
会
的
浪
費
を
増
大
さ

せ
る
要
因
と
な
る
。
他
方
で
、
長
い
労
働
期
間
は
、
産
業
資
本
主
義
の
時
代
に
社
会
的
労
働
手
段
の
建
設
と
運
営
が
国
家
山
手
か

b
資

本
白
手
へ
移
る
白
を
ゐ
く
ら
さ
れ
る
基
本
的
原
因
で
あ
っ
た
。

川

仰

何

日

夜

同

E
F
b
E
同お〕
E
N
h
N
H』
レ
「
同

い
よ
。

∞
印
M
U
O
N
U
H

(
青
木
文
庫
版
、

三
0
0
|
}一一
O
一
ペ
ー
ジ
)
社
会
的
浪
費
に
つ
い
て
は
止
の
叙
述
を
み

「
恐
慌
に
よ
る
社
会
的
生
産
過
程
の
中
断
、
撹
乱
が
、
個
々
別
々
な
労
働
生
産
物
に
及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
生
産
に
長
く
て
連
緒
的
な
期
聞
を
必
要

と
す
る
労
働
小
産
物
に
及
ぼ
す
形
響
と
は
、
極
め
て
相
異
な
る
u

前
者
の
場
合
に
は
、
今
日
は
一
定
分
量
の
舟
や
石
炭
な
ど
の
生
産
が
行
わ
れ
た
が
、

明
日
は
ぷ
や
石
炭
な
ど
白
新
生
産
が
ち
っ
と
も
行
わ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
船
、
建
物
、
鉄
道
な
R
D
場
合
に
は
趣
き
が
異
な
る
。
労
働
が
中
断
さ

れ
る
詐
り
で
な
く
、
連
結
的
生
産
行
為
が
中
断
さ
れ
る
。
作
業
が
続
行
さ
れ
な
け
れ
ば
す
で
に
そ
の
生
産
に
消
費
さ
れ
た
生
産
手
段
と
労
働
は
無
駄

に
支
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
作
業
が
再
開
さ
れ
て
も
、
す
で
に
そ
り
同
に
は
つ
ね
に
蚊
損
日
生
じ
て
い
る
。
」
(
青
木
文
庫
版
⑥
二
九
六
二
九
七

ペ
ー
ジ
〕

だ
が
こ
の
よ
う
な
凶
転
の
長
期
性
に
も
ま
た
一
定
の
反
作
用
が
あ
り
、
技
術
的
進
歩
が
労
働
期
間
主
短
縮
し
た
り
、
急
激
た
資
本
蓄

積
が
、
半
永
久
的
と
思
わ
れ
る
運
河
』
¥
道
路

ω急
激
た
減
粍
を
惹
章
治
こ
す
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
寸
ル
ク
ス
も
指
摘
す
る

よ
う
に
凹
転
期
間
の
差
異
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
ら
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
。

資
本
の
回
転
と
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本
と
の
関
係
全
考
察
す
る

k
で
、
社
会
的
労
働
手
段
と
一
応
無
関
係
で
は
あ
る
が
、
京
要
た
視
角

は

一
般
に
回
転
期
聞
の
短
縮
平
、
回
転
に
と
も
な
ろ
流
通
費
用
な

rの
節
約
釈
も
た
ら
す
支
出
な
ど
が
、
社
会
資
本
の
範
噂
に
含
め

ら
れ
て
い
る
、
正
い
う
己
と
で
あ
る
。
技
術
的
進
歩
を
も
た

b
す
た
め
の
研
究
支
出
、
簿
記
費
h
T
、
保
管
制
賀
、
商
品
取
扱
資
本
と
貨
幣

取
扱
資
本
の
目
立
化

K
Z
る
能
率
の
促
進
な
ど
、
こ
れ
ら
は
労
働
過
程
に
お
け
る
直
接
的
な
生
産
性
の
向
上
と
一
応
は
区
別
さ
れ
る
が
、

社
会
的
労
働
手
段
と
公
共
投
資

第
九
O
巻

凹

O
七

第
六
号



社
会
的
労
働
手
段
と
去
共
投
資

靖
九
心
巻

凹
心
八

第
六
号

利
潤
率
の
上
昇
y

に
い
ら
点
か
ら
み
れ
ば
、

一
種
の
間
接
的
効
果
が
持
っ
と
と
は
否
定
で
き
た
い
。
だ
が
こ
れ

b
は
、
剰
余
価
値
の
資
本

へ
の
再
転
化
を
本
質
土
ず
る
も
の
で
は
た
く
て
、
単
た
る
支
出
に
す
ぎ
な
い
己
と
も
主
た
当
然
で
あ
る
。

最
後
に
、
社
会
的
総
資
木
の
再
生
産
と
い
う
視
角
か
ら
、
す
た
わ
ち
生
産
的
消
費
に
入
り
込
む
も
の
と
個
人
的
消
費
陀
入
り
込
む
も

の
と
い
う
区
別
を
持
ち
込
ん
だ
場
合
に
は
、
社
会
的
労
働
手
段
白
再
生
産
は
ど
の
よ
ろ
な
特
色
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
来
心

社
会
的
労
働
手
段
が
生
産
的
消
脅
に
心
み
入
り
込
む
の
に
対
し
て
、
同
じ
労
働
手
段
D
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
乗
客
輸
送
用
心
交
通
機

闘
の
上
う
に
個
人
的
消
費
陀
入
り
込
む
も
の
や
、
公
共
投
資
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
教
育
施
設
、
病
院
、
住
宅
な
ど
の
よ
う
に
は
じ
め

か
ら
個
人
的
消
費
に
入
り
込
む
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
公
益
事
業
や
、
道
路
、
用
水
、
左
ど
は
、
生
産
的

消
費
に
も
、
個
人
的
消
費
は
も
入

p
込
み
う
る
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
治
り
、
そ
の
た
め
に
今
日
で
は
二
軍
料
令
制
ヤ
、
地
元
負
担
な

ど
の
問
題
を
惹
告
一
お
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
己
れ
は
、
社
会
的
労
働
手
段
の
再
牛
産
が
一
方
で
は
、
社
会
的
浪
費
を
最
も
生
み
出

し
ゃ
す
〈
、
社
会
の
資
本
発
展
の
膨
肢
と
収
縮
の
振
動
を
も
っ
と
も
強
く
う
け
る
た
め
に
損
失
が
大
ふ
さ
く
、
他
方
で
、
そ
の
損
失
を
生

産
的
消
費
に
も
個
人
的
消
費
に
も
入
り
込
む
と
い
う
そ
の
性
質
(
い
わ
ゆ
る
公
共
性
の
経
済
的
本
性
)
を
媒
介
と
し
て
、
租
税
負
担
干
、

料
金
負
担
の
形
で
一
椴
大
衆
に
転
嫁
し
つ
つ
再
牛
産
を
お
こ
た
う
可
能
性
を
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
可
能
性
が
現
実
性
に

転
化
す
る
の
は
、
産
業
資
本
か
ら
金
融
資
本
へ
の
支
配
的
資
本
日
成
長
に
よ
っ
て
、
一
而
で
は
恐
慌
、
戦
争
な
ど
の
社
会
的
動
揺
が
大

規
模
化
し
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
浪
費
白
規
模
が
増
大
し
、
他
面
で
は
、
金
融
寡
頭
制
が
国
家
機
関
を
掌
握
し
は
じ
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
で
あ
る
が
、
己
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
論
及
し
た
い
。



五

展

望

最
後
に
若
干
の
展
望
を
結
論
と
と
も
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

一
、
社
会
資
本
の
間
接
的
性
格
D
最
も
基
本
的
な
規
定
は
、
労
働
過
程
に
お
け
る
広
義
の
労
働
手
段
と
し
て
の
性
格
で
あ
り
、
労
働

過
程
を
直
接
に
媒
介
し
な
い
が
、
そ
の
過
程
を
行
う
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
対
象
的
諸
条
件
|
|
工
場
用
地
、
作
業
場
面
、
工
場
用

建
物
、
交
通
、
通
信
機
関
、
ダ
ム
、
湛
蹴
施
設
、
送
電
、
配
管
設
備
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、
⑨
生
産
過
程
そ
の
も
の
が
支
払
わ

れ
、
消
費
(
生
産
的
に
は
、
個
人
的
に
も
)
さ
れ
る
、
⑧
大
規
模
位
が
土
地
た
ど
自
然
的
諸
条
件
へ
の
回
定
性
と
結
合
し
て
お
む
、
③

長
期
の
回
転
期
聞
を
持
つ
た
め
に
無
政
府
的
た
資
本
制
的
生
産
の
制
約
の
も
と
で
は
景
気
変
動
中
、
経
済
成
長
の
彬
響
に
よ
っ
て
社
会

的
浪
費
あ
る
い
は
損
失
を
生
じ
易
く
、
④
そ
白
た
め
に
、
己
れ

b
設
備
が
生
産
的
消
費
に
も
、
個
人
的
消
費
に
も
入
り
込
み
う
る
と
い

う
特
性
と
相
候
っ
て
私
企
業
の
手
か
ら
国
家
白
手
へ
移
る
可
能
性
を
備
え
て
い
る
。

一
一
、
公
共
投
資
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
設
備
白
建
設
過
程
と
、
操
業
過
程
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
た

ら
な
い
。
社
会
的
労
働
手
段
に
せ
よ
、
消
費
手
段
に
せ
よ
、
モ
の
建
設
過
程
は
多
〈
の
場
合
詩
文
生
産
白
形
を
と
る
か

b
、
現
実
の
運

常
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
は
一
定
の
懐
妊
期
聞
が
あ
る
。
こ
の
期
聞
に
注
目
す
る
限
り
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
建
設
活
動
は
、
剰
余

価
値
の
資
本
へ
の
転
化
過
程
、
す
な
わ
ち
投
資
宇
意
味
す
る
。
だ
が
、

社
会
的
労
働
手
段
と
し
て
の
資
格
で
は
、

分
は
、

一
旦
、
建
物
干
設
備
が
完
成
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
の
大
部

生
産
的
消
費
に
入
り
込
む
|
|
こ
れ
が
先
に
述
べ
た
社
会
資
本
の
第
一
の
間
接
性

ー
ー
け
れ
ど
も
、
教
育
用
建
物
、
病
院
、
個
人
用
住
宅
な
ど
は
、
電
機
洗
濯
機
白
如
き
耐
久
消
費
財
と
同
じ
く
、
個
人
的
消
費
に
入
り

込
ん
で
し
古
う
申
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
労
働
過
程
の
他
の
一
極
で
あ
る
労
働
力
の
保
全
と
維
持
に
闘
す
る
も
の
で
、
労
働
力
の
質
を
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と
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1'3 

改
善
す
る
と
い
う
意
味
で
白
間
接
的
生
産
力
効
果
を
持
つ
け
れ
ど
も
、
そ
白
寸
間
接
」
性
は
、
社
会
的
労
働
手
段
白
場
合
と
は
質
的
に

異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

一
二
、
こ
の
ほ
か
、
資
本
の
回
転
期
間
の
内
容
を
な
す
、
生
産
期
間
、
労
働
時
間
、
流
通
時
聞
の
短
縮
を
も
た
ら
す
技
術
的
進
歩
干
交

通
、
通
信
機
関
白
発
達
中
¥
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
を
も
た
ら
す
科
学
的
発
明
の
た
め
の
研
究
機
関
全
社
会
的
に
集
中
す
る
己
と
、

主
た
、
流
通
費
や
簿
記
費
用
の
節
約
を
も
た
ら
し
左
が
ら
、
生
産
ヤ
経
営
管
理
の
合
理
化
を
も
た
ら
す
よ
う
た
支
出
が
あ
る
。
と
れ

b

は
、
確
か
に
、
間
接
的
に
利
潤
率
(
平
且
且
)
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
が
、
社
会
的
労
働
手
段
と
も
、
社
会
的
消
費
手
段
と
も
区
別
さ
れ

る
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本
日
第
三
範
時
で
あ
る
。

以
上
が
、
公
共
投
資
白
対
象
に
関
す
る
一
応
の
問
題
整
理
で
あ
る
が
、
公
共
投
資
の
投
資
概
念
に
つ
い
て
、
若
千
言
及
し
て
沿
き
た
い
。

公
共
投
資
が
国
家
主
主
体
と
し
て
専
ら
私
企
業
の
外
部
経
済
効
果
を
重
視
さ
れ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
何
に
よ
ら
ず
投
資
と

は
利
潤
を
生
む
も
の
と
い
う
考
え
方
は
通
用
し
な
く
左
り
、
あ
る
論
者
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
投
資
概
念
」
が
「
分
解
」
し
て
、
国
家

に
よ
る
、
収
益
を
生
ま
な
い
投
資
、
と
い
う
概
念
が
生
み
出
さ
れ
る
白
で
あ
り
、

ζ

白
典
型
は
、
国
家
の
経
済
的
役
割
を
重
視
し
た
ケ

イ

γ
ズ
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
投
資
の
限
界
効
率
を
無
視
し
た
政
府
に
よ
る
公
共
建
設
を
投
資
概
念
に
含
め
は
じ
め
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の

点
に
関
す
る
批
判
者
た
ち
は
、

「
投
資
」
と
「
支
出
」
の
形
態
的
区
別
で
も
っ

τ、
す
な
わ
ち
、
多
少
と
も
独
立
採
算
的
運
営
を
行
う

国
営
事
業
の
そ
れ
を
「
投
資
」
と
よ
び
、
社
会
的
労
働
手
段
白
建
設
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
単
な
る
国
家
予
算
か

b
の
支
出
は
、

投
資
概
念
か
ら
除
外
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
と
の
批
判
方
式
に
固
執
す
る
と
、
対
象
モ
れ
目
身
の
医
別
に
よ
る
定
義
と
、
投
資
原
理

の
相
遣
に
よ
る
定
義
と
が
再
び
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
っ

τし
ま
う
の
で
は
在
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

対
象
規
定
を
ま
ず
明
瞭
に
し
た
上
で
、
投
資
様
式
の
変
化
|
|
国
家
投
資
に
よ
る
補
完
や
代
替
ー
ー
を
も
統
一
的
に
説
明
す
る
た
め



に
は
、
民
間
独
占
企
業
内
部
に
ゐ
け
る
多
角
的
経
営
白
極
端
た
場
合
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、

方

に
は
、
高
度
に
採
算
心
と
れ
る
生
産
部
門
が
あ
り
、
他
方
で
は
絶
対
に
採
算
は
と
れ
な
い
が
、
企
業
経
営
上
で
は
是
非
と
も
必
要
な
生

産
部
門
が
あ
る
場
合
、
己
の
赤
字
の
生
産
部
門
に
対
す
る
投
資
は
、
こ
の
赤
字
部
門
だ
け
み
て
治
れ
ば
、
限
界
効
率
を
無
視
さ
れ

τ
い

る
よ
う
だ
が
、

己
の
企
業
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
不
可
欠
な
投
資
の
一
部
分
で
あ
る
。
国
家
投
資
に
つ
肘
て
も
、
基
本
的
に
は
、
こ
の

ア
ナ
ロ
シ
ー
が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
予
算
支
出
K
す
ぎ
た
悼
と
い
う
理
由
か

b
、
投
資
概
念
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
の
は

早
計
で
あ
る
。

む
し
ろ
問
題
は
、
生
産
的
労
働
を
一
匝
胤
す
る
新
た
な
剰
余
価
値
目
資
本
へ
白
転
化
過
程
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
企
業
が
己
れ

を
運
営
、
建
設
出
来
た
い
、
と
い
う
限
界
を
こ
モ
あ
き
ら
か
に
す
へ
き
で
あ
り
、
己
の
阪
界
が
、
個
別
企
業
の
場
合
と
異
社
り
、
経
常

者
の
蓄
積
し
た
剰
余
価
値
か
ら
の
再
投
資
に
よ
る
こ
と
な
く
、
逆
に
、
租
税
干
、
料
金
な
ど
の
公
衆
へ
の
負
担
の
形
で
遂
行
さ
れ
る
と

己
ろ
に
重
要
注
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
た
て
ば
、
財
政
投
融
資
計
画
‘

一
般
会
計
予
算
白
公
共
事
業
支
出
‘

公
益
事
業
阜
、
、
公
社
な
と
、
広
汎
な
対
象
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
白
独
立
採
算
制
の
さ
ま
ざ
ま
な
中
間
形
態
に
つ
加
て
こ
の
発
生
白
論
理

主
説
明
し
な
け
れ
ば
な
b
た
い
が
、
こ
の
点
目
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

ω
よ
日
村
達
次
、
「
恐
慌
論
の
研
究
」
所
収
「
ケ
イ
ン
ズ
に
お
け
る
投
資
概
念
。
分
解
」
参
照
。

ω
公
共
投
資
の
議
論
で
は
、
私
的
資
本
主
国
家
資
本
が
単
純
に
対
立
さ
せ
ら
れ
て
耕
つ
亡
い
る
場
合
が
多
い
が
、
独
占
段
階
で
は
、
金
融
資
本
と
金

融
寡
頭
制
が
支
ず
知
柏
原
に
あ
っ
て
、
そ
の
基
礎
上
で
車
的
資
本
と
国
家
資
木
の
依
存
主
対
立
が
み
ら
れ
る
と
い
う
の
が
現
実
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

〔
後
記
〕
小
論
は
、
一
九
六
二
年
度
日
本
財
政
学
金
で
り
報
告
「
公
共
投
資
の
基
礎
理
論
」
に
若
干
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
変
更
は
加
え

ら
れ
て
い
な
い
。
小
在
義
次
教
授
か
ら
は
、
と
く
に
社
会
的
労
働
手
段
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
資
本
k
す
れ
ば
、

E
ん
な
組
院
の
も
の
が
、
そ
の
価
値
目
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転
の
特
殊
性
は
ど
ラ
か
‘
そ
れ
は
私
酌
資
本
に
ど
の
よ
う
な
利
益
を
与
え
る
も
の
か
乏
い
う
点
に
つ
い
て
御
質
問
を
う
け
た
。
ま
た
斎
藤
餌
郎
教
授
か

ら
は
、
社
ム
判
的
労
働
手
段
。
価
値
回
転
と
い
う
場
合
の
価
値
目
概
念
に
つ
い
て
御
質
問
を
う
け
た
ロ
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
詳
細
な
検
討
は
、
今
後

心
研
究
に
よ
っ
て
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
。
学
会
の
麿
上
で
の
私
の
回
答
は
、
ご
の
小
論
に
概
括
さ
れ
た
理
論
の
範
囲
を
基
本
的
に
は
で
て
い
な
か
っ
た
q

学
会
報
告
に
際
し
て
は
、
島
研
究
室
の
財
政
学
研
究
会
。
方
々
。
御
忠
告
、
討
論
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
特
に
資
本
論
第
二
巻
、
資
本
白
回
転
に

若
日
し

t
の
は
全
〈
島
教
授
の
御
教
示
に
よ
る
も
m
り
で
あ
っ
た
。
小
論
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
が
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
も
し
何
ら
か
進
患
に
寄

与
す
る
も
り
が
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
研
究
会
の
方
々
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の

(
本
摘
は
三
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
投
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
郊
で
あ
る
。
〉


